
評価点 ５＝達成している（80％以上）

３＝普通（40％以上～60％未満

１＝全くあてはまらない（20％未満）

番号 設問 評価平均点 設問に対する評価の根拠・課題・改善方法等

Ⅰ‐１ 教育理念は定められているか 4.1
・教育理念は定められており、HP・パンフレットでも一貫して公表されている。
・為世為人の綱領のもと、技術の向上や社会性の育成に取り組んでいる。

Ⅰ‐２ 学校の特色が明確であるか 3.7

・時代のニーズに合わせた授業や行事の設定、専門分野の科目以外にも多様性のある授業を
カリキュラムに取り入れている。また担任制の強みを活かして学生にきめ細かい指導を行っ
ている。

Ⅰ‐３ 学校の中期計画を立てているか 3.7
・学生数増加をにらんだ改装・移転など、数年先を見据えた議論が出ている。
・半期ごとの業務に関する目標設定を行うとともに、それに対する考課検証を継続しながら
中・長期的な目標設定にも繋げている。

項目 設問 評価平均点 設問に対する評価の根拠・課題・改善方法等

Ⅱ‐１ 運営方針は定められているか 4.2

・年度ごとの目標設定に対する考課検証をベースに年度ごとの目標・方向性が明らかに示さ
れている。
・その年の周囲の環境などの状況や、前年度の反省点を踏まえて指導方針や目標を定めてい
る。

Ⅱ‐２ 事業計画は定められているか 3.9
・次年度の予算や予定が明確に決められているため、それに応じて計画できる。
・定期的に学科・部内のミーティングを行い、具体的方策を検討しながらより効果的な事業
展開を継続している。

Ⅱ‐３ 運営組織や意思決定機能は、効率的なものになっているか 3.6

・各学科での朝礼、ミーテイング、会議等が定期的に実施されている。
・規定や規則の見直しや新規制定を行うなど、現状に見合ったより効果的な取り組みが進め
られている。
・特に意思決定機能は非常に効率的。

Ⅱ‐４ 人事や賃金面での処遇に関する制度は整備されているか 3.5
・社会的な動向を見据えながら本法人に見合った内容で適切に行われている。
・特に問題はないと思う。
・人事・賃金面での処遇に関する制度は整備されている。

Ⅱ‐５ 意思決定システムは確立されているか 3.6

・各役職者が自分の役割を認識し、組織として動いている。
・職階に準じた、より明確な意思決定システムを実行できている。
・教員・学務、事務局、広報、管理と組織内での役割が明確に分けられており、各部署間で
連携をとっている。

Ⅱ‐６ 情報システム化等による業務効率化が図られているか 3.7

・アナログの良いところは活用しつつ、情報の管理・共有、稟議決裁など効率化を図れるも
のに対してデジタル化を推進している。
・システムを有効活用するための教職員向けのマニュアル、研修動画があれば、より活用で
きると思う。
・業務効率化を図る情報システムが導入されている。

項目 設問 評価平均点 設問に対する評価の根拠・課題・改善方法等

Ⅲ‐１
各学科の教育目標、育成人物像は、その学科に対応する業界人材ニーズに向けて正しく方
向付けられているか

3.7

・学生の目的の多様化が進んでいるが、卒業時の統一した目標はある。
・社会的ニーズの的確な把握のため常に情報収集に心がけている。
・内定先や求人先へ求める人物像、近年の傾向などを聞き取り、ニーズに合わせた人物の育
成を行っている。

Ⅲ‐２
各学科の教育目標、育成人材像を構成する知識、技術、人間性等は、業界の人材ニーズレ
ベルに照らして、また学科の教育期間を勘案し て、到達することが可能なレベルとし
て、明確に定められているか

3.9

・カリキュラムは学生のレベルや目標に合わせて組まれている。
・業界や学生のニーズの正確な把握に努め、それに沿った教育内容の展開に努めている。
・社会人力の育成を学科理念として、2年の履修期間内に座学・実習・学外行事を通して理
念に即した人材となれるよう教育を行っている。

Ⅲ‐３ カリキュラムは体系的に編成されているか 3.9
・効果検証と見直しを繰り返しながら体系的に編成されている。
・段階に応じてステップアップできるよう、各分野の中で重要視されている知識を学べるよ
うに配慮されたカリキュラムを構成している。

Ⅲ‐４ 学科の各科目は、カリキュラムの中で適正な位置付けをされているか 3.9
・職業実践専門課程の教育課程委員会において外部委員の意見を聴取しながら、適正に位置
づけされている。

Ⅲ‐５ 授業評価の実施・評価体制はあるか 3.4
・授業見学の実施、学生アンケートを実施している。
・授業評価の実施により、講師への正確な評価を与えられている。

2022年度  大阪バイオメディカル専門学校  学校自己評価

４＝ほぼ達成している（60％以上～80％未満）

２＝やや当てはまらない（20％～40％未満）

Ⅰ．教育理念・目的・育成人材像

Ⅱ．学校運営

Ⅲ．教育活動



Ⅲ‐６ 育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保しているか 3.7 ・各科目において、実務経験や学習経験を積まれた講師の方が着任されている。

Ⅲ‐７ 成績評価・単位認定の基準は明確になっているか 3.7
・出席回数や単位認定の基準を教員、学生間で共有されている。
・明確な基準が存在する。

Ⅲ‐８ 資格取得の指導体制はあるか 3.7
・通常の授業以外にも特別対策授業や再受験のサポートなど、資格取得に向けての体制を整
えている。

番号 設問 評価平均点 設問に対する評価の根拠・課題・改善方法等

Ⅳ‐１ 就職率の向上が図られている 4.1
・高い就職率を維持できている。細かい就職支援も行っている。
・内定率は高いが、さらに個々の満足度を上げる必要がある。
・就職内定に向けて各学科ごとで的確な取り組みが行われている。

Ⅳ‐２ 資格取得率の向上が図られている 4.0

・各学科において資格取得に向けた丁寧な指導を継続している。
・授業以外で特講を行う等、資格の合格率向上に努めている。
・通常授業の他に直前の対策授業や、状況に応じて再受験のサポートをとるなど資格の取得
に向けてフォロー体制をとり、取得率の向上を図っている。

Ⅳ‐３ 退学率の低減が図られている 3.7

・学生支援委員会、保健室（養護教諭）、カウンセリング（学生相談）を設置しています。
・教員個人としては学生への声掛けや面談を行い低減を図っている。学校としてもカウンセ
ラーや保健室を設置して対応している。メンタル等に問題を抱える学生の増加による教職員
の負担軽減が課題。

Ⅳ‐４ 卒業生・在校生の社会的な活動及び評価を把握しているか 3.3
・卒業生の内定先などから情報を提供していただけることもあるが、全体の把握は難しい。
・特にボランティア活動に注力している。

番号 設問 評価平均点 設問に対する評価の根拠・課題・改善方法等

Ⅴ‐１ 就職・進学指導に関する体制は整備され、有効に機能しているか 3.8

・各学科ごとに講師が主体的に連携しながら就職・進学指導に取り組んでいる。
・就職希望者への聞き取りや履歴書・面接指導を細かく行っている。データベースも有効利
用できている。
・将来的には就職指導の部署を検討してもよいかと思う。

Ⅴ‐２ 学生相談に関する体制は整備され、有効に機能しているか 3.9
・学生相談室に臨床心理士が配置されている。
・担任制の他にスクールカウンセリングや教室に入りにくい学生への支援として保健相談室
を導入し、支援に向けて取り組んでいる。

Ⅴ‐３ 学生の経済的側面に対する支援制度が全体的に整備され、有効に機能しているか 4.0
・分納制度があり、奨学金制度に対する体制も整備されている。
・高等教育の修学支援新制度の対象校でもあり、学園独自の奨学金の恵与など、経済的側面
に対する支援は整備されている。

Ⅴ‐４ 学生の健康管理を担う組織体制があり、有効に機能しているか 3.9
・今年度から養護教員が常駐してくださるようになり、助かっている。
・年に一度の健康診断の実施。保健室の設置。

Ⅴ‐５ 課外活動に対する支援体制は整備され、有効に機能しているか 3.2
・予算に合わせた活動を行っている。
・特にボランティア活動に注力している。

Ⅴ‐６ 学生寮等、学生の生活環境への支援が行われているか 3.5 ・提携先の業者があり、入学後も学生のニーズに応えている。

Ⅴ‐７ 保護者と適切に連携しているか 3.8

・必要に応じて、タイムリーに連携を図っている。
・必要に応じて、郵送による通知や電話によるコンタクトをとり、状況次第では面談などの
場を設けて学生に対してのフォローを行っている。
・保護者との連携は必要に応じて適切に行われている。

Ⅴ‐８ 卒業生への支援体制はあるか 3.4
・精神保健福祉士資格取得のためのアフターフォローの取り組みを行っている。

Ⅳ．教育成果

Ⅴ．学生支援



番号 設問 評価平均点 設問に対する評価の根拠・課題・改善方法等

Ⅵ‐１ 施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるように整備されているか 3.7
・十分に整えられています。今後はさらにオンライン化に合わせた設備が整備されていけば
さらに充実する。

Ⅵ‐２ 学外実習、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制を整備しているか 3.7
・学生の希望を考慮して実習先をマッチングし、実習中のフォロー、終了後報告会など実習
の機会を有効にするための教育体制が整備されている。

Ⅵ‐３ 防災に対する体制は整備されているか 3.3 ・避難訓練を実施し、館内の防災設備の説明などを実施している。

番号 設問 評価平均点 設問に対する評価の根拠・課題・改善方法等

Ⅶ‐１ 学生募集は適切に行われているか 3.7
・入試広報部のおかげで所属学科では入学定員を満たしている。
・様々な手法を取り入れながら適切に行われている。

Ⅶ‐２ 学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか 3.7
・オープンキャンパス等で学科講師が模擬授業を行うなど、実際の授業とそん色ない体験を
提供しており、就職内定状況等についても正確に伝えている。

Ⅶ‐３ 入学選考は、適正かつ公平な基準に基づき行われているか 3.8 ・入学選考は、適切かつ公平な基準に基づき行われている。

Ⅶ‐４ 学納金は妥当なものとなっているか 4.0
・社会的動向を踏まえ妥当なものであると思料される。

番号 設問 評価平均点 設問に対する評価の根拠・課題・改善方法等

Ⅷ‐１ 中期的に学校の財務基盤は安定していると言えるか 4.0 ・概ね安定しているものと思料する。

Ⅷ‐２ 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 3.8
・今後の学生募集の状況を踏まえ、さらに改善の余地はあるが現状では概ね妥当であると思
料する。

Ⅷ‐３ 財務について会計監査が適正に行われているか 5.0 ・概ね適正に行われている。

Ⅷ‐４ 財務情報公開の体制整備はできているか 5.0 ・規則の制定などを行い、概ね適正に行われている。

番号 設問 評価平均点 設問に対する評価の根拠・課題・改善方法等

Ⅸ‐１ 法令、設置基準等の順守と適正な運営がなされているか 4.5 ・法令に則った運営がなされている。

Ⅸ‐２ 個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか 4.2
・定期的な研修や各部署の責任者の監督のもと、個人情報の扱いについての注意を徹底した
体制を整えている。

Ⅸ‐３ (学校)自己点検・(学校)自己評価の実施と問題点の改善に努めているか 3.6 ・毎年、自己評価を実施しており、改善・改良に努めている。

Ⅸ‐４ (学校)自己点検・(学校)自己評価の結果を公表しているか 4.0
・ホームページに情報を開示し、閲覧できるよう公表している。
・平成23年度より学校自己評価の学校サイト上での公開を行っている。

Ⅶ．学生の募集と受け入れ

Ⅷ．財務

Ⅸ．法令等の順守

Ⅵ．教育環境



番号 設問 評価平均点 設問に対する評価の根拠・課題・改善方法等

Ⅹ‐１ 学校の教育資源や施設を活用した社会貢献を行っているか 3.4

・近隣のエリアへのボランティア活動や、子どもの方を対象にした実験教室の開催など社会
への貢献活動を行っている。
・大阪市と協働で開催しているこども夢創造プロジェクトや、大阪城トライアスロン大会へ
の協力、高校での専門分野体験授業などを実施している。

Ⅹ‐２ 学生のボランティア活動を推奨し、支援しているか 3.8
・各学科ごとの取り組みとして実施している。
・積極的に推奨している。

Ⅹ．社会貢献
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